
[　様式　１　]

令和　６　年度　　三　好　市　立　学　 校　評　価　報　告　書

作成日 令和7年3月14日 学校名（　　檪生小学校 　　　　）

１　総括評価

　　　　評　価　分　野
自己評価
（平均値）

自　己　評　価　結　果　の　概　要 学　校　関　係　者　評　価　の　概　要 次　年　度　　の　改　善　策

① 学校経営及び学校運営
に関する評価

3.6

② 教育目標及び教育計画
に関する評価

3.5

③ 主要な教育活動に関する
評価

3.4

④ 保護者や地域との連携に
関する評価

3.6

⑤ その他，上記以外に関す
る評価（特別支援教育）

3.8

（１） ４段階評価とする。 　　　　評価基準　　４＝達成度が　８０～１００　％　　

　　　　　　　　　　　　３＝達成度が　５０～　８０　％

　　　　　　　　　　　　２＝達成度が　３０～　５０　％

　　　　　　　　　　　　１＝達成度が　３０％ 未満

（２） 総括評価表の「評価(平均値）」については，「２　分野別評価」の(１)～(５)の評価をそれぞれ平均（小数第１位）したものとする。

（３） 分野別評価の「評価項目」の「その他」については，各学校において必要事項を記入のうえ評価する。

（４） 総括評価の「評価分野-その他」の項目の（　　　　　）には，分野別評価の「（５） その他に関する評価」の中から，特に重要視する事がらを記入する。

（５） 総括評価及び分野別評価の「学校関係者評価の概要」欄は，学校関係者評価委員会（学校運営協議会も可）において評価された結果をまとめたものを記入する。

（６） 「次年度の改善策」の欄は学校評価委員会及び学校関係者評価委員会において協議された改善策をまとめたものを記入する。

・経営方針を教職員、保護者、学校運営協
議会委員と共有し、意識をそろえて様々な
取組を実践することができた。

・校内だけでなく、他校で公開されている授
業研究会への参加することで、教員の授業
実践力向上に努めた。

・ふるさと西祖谷の文化に親しむ体験活動
を教育計画に位置付け実践することにより、
地域を大切にする心情の育成につながっ
た。また、学校運営協議会委員さんを中心
に協力いただいたおかげで、充実した活動
ができた。

・除草作業等の環境整備においては、少人
数組織では難しい面もあった。

・特別支援教育コーディネータを中心に、
職員研修を実施し、個々の児童のニーズに
応じた支援の在り方について考えた。

・目標に沿った学校運営ができている。

・少人数での学校教育には難しい面もある
が、そのような環境の中でも、学校全体がま
とまっていて、少人数ならではの取組がなさ
れている。

・年間を通して、地域文化（神代踊）への参
加や、食物（こんにゃく）の栽培等、地域の
ことを体験したり調べたりすることは良いと思
う。

・体力作りの時間を設け、児童の体力を向
上させてほしい。

・近隣校との交流を通して地域性を理解し
合ったり、共に学習することで視野を広げた
りすることが大切だと思う。

・少人数の教職員組織でも運営しやすくす
るために、学校行事を精選するとともに、実
施方法を工夫改善する。

・非常時に備え、危機管理マニュアルを整
理し実効性のあるものとする。

・家庭と連携し、児童の主体的に学習する
習慣が定着するよう取り組む。

・児童、保護者アンケートとも、近隣校との
交流に対する期待が高いので、オンライン
交流を含め、定期的に交流できるようにす
る。

・夏場の除草作業等については、保護者や
地域の協力を得ることで、よりよい教育環境
となるよう整備する。


